
２０２３年度 学校関係者評価書 

         

学校園名 東京学芸大学附属幼稚園竹早園舎・竹早小学校       

 

１ 学校関係者による評価 

 

２ 評価の実施概要 

  委員による授業及び入学式、キッズフェスティバル、竹の子祭、日光林間学園、竹早祭、卒業

式などの行事の参観、評議員を含めた学校関係者委員会での自己評価結果の説明・保護者アン

ケートの説明・その後の意見交換を経て、評価していただいた。 

 

３ 学校関係者評価委員、開催日 

学校関係者委員：坂巻三登（評議員）矢澤英人（評議員）白石英行（評議員） 

柴田拓司（ＰＴＡ会長）野口怜（ＰＴＡ本部役員） 
開催日：２０２４年３月２日（木） 

     

領 域 学校関係者による評価と今後の課題 

学校運営 

・全ての行事がコロナ前に戻りつつある事が何よりの事と思われる。 

 学校関係者の方々の努力の成果と考える。 

・各々の行事が徐々に平常に戻りつつあること、喜ばしく思う。 

・不登校が生まれない安全な場所としての学校経営に感謝したい。 

 全ての事業について、コアな運営をされており、魅力ある学校と感じる。 

教育活動 

・遠足、校外学習等の学校行事が通常に戻りつつある事を感じる。 
 保護者の方々も大変喜んでいる事と思われる。 
・コロナの影響を乗り越えて、学校生活が平常になるよう努力して欲しい。 
 同窓会活動の活発化を通じ、学校生活の充実に寄与するよう、努力していき

たい。 
・学年別で分散下校をしていることは地域住民にとって感謝したい。 
 先生と児童の距離が近いということは素晴らしいと感じる。 

研究活動 
・公開研究会に多数の参加者が見えてよかった。今後もより多くの方々に参加

していただけるように努力して欲しい。 

学生の教育・ 

支援活動 

・黙食の時の子どもたちのストレスがいかほどだったか。実習生とも食事を通

して楽しい交わりが出来、大変良いことと思う。 

社会貢献活動 

・子どもたちが幅広い人々とのつながりをもてる事は未来を見つめる事であり

大切な事だと感じる。 
・未来の学校プロジェクトにおける一般企業との連携は、子どもたちにとって

も、学校にとっても大変意義があると感じる。 
・登下校時の見守りボランティアに期待したい。 


